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研究成果概要 
本研究では、スーパーカミオカンデ（以下、SK）が観測する大気・太陽ニュートリノ

データを用いて精密なニュートリノ振動研究をおこなうとともに、超新星ニュートリノ

の観測等を通して天体物理学の研究もおこなっている。また、陽子崩壊事象の探索をお

こない、未知なる大統一理論の解明を目指す研究もおこなっている。 
2020 年にガドリニウム（Gd）を始めてタンク水に導入し、2022 年 6～7 月に Gd の

濃度を 0.01%から 0.03%に増加して以降、順調にデータ取得が進められている。下図は

Gd を導入する以前からの水の透過率の変化を示している。Gd 投入後、時間とともに透

過率が徐々に悪くなる傾向が見えているが、最近でもまだ 80m 以上の透過率を有して

おり、データ解析には問題はない。（データ解析においては水の透過率を補正しているの

でこの程度の変化はエネルギー補正が十分可能であり、また粒子識別、角度分解能等の

基本的な性能には影響を与えるほどではない。） 
Gd の導入により中性子の同時計測が高い効率でできるようになり、また同時計測に

より偶発的なバックグラウンドを落とすこともできるようになった。中性子同時計測を



使った研究の主要なテーマの一つが超新星背景ニュートリノ探索であるが、0.01%Gd 濃

度で取得した 552日分のデータを使用して得られたエネルギースペクトルを下左図に示

す。中性子同時計測により accidental background を減らし、10MeV 程度まで解析の閾

値を下げることができた。現状の統計量ではまだ有意な信号の超過は見られていない。

エネルギービンごとに強度の上限値を求めた図を上右図に示すが、17.3MeV 以下のエネ

ルギー帯においては SK-IV の 2970 日分で得られた結果を凌駕する結果が得られてい

る。中性子同時計測を利用した解析は 10MeV 以下のエネルギー領域についても行って

おり、原子炉起源のニュートリノの有意な信号も得られつつある。 
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